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Abstract

Purpose：  To examine how the relationship between mental health and competitive stressors differs according to 
levels of Sense of coherence （SOC） among collegiate athletes. 
Methods：  In May and June 2012, data were collected from first or second grade students in school of health and 
physical education at a national university, using anonymous self-reported questionnaires consisted of attribute items, 
a mental health scale （K6） , competitive stressors, and the SOC scale. The 280 persons （valid response rate 66.2%） 
who were belonged to athletic clubs were classified into three groups （low, middle and high） according to their SOC 
score. The partial correlation analysis adjusted for sex and academic year was carried out to disclose the association 
between K6 score and competitive stressors in each group.
Results：  In the low and middle SOC group, positive correlation coefficients were observed between K6 score and 
competitive stressors. Conversely, negative correlation coefficients were shown between K6 score and “Appraisal by 
Others” stressor in the high SOC group.
Conclusions：  It was suggested that those with high SOC tended to promote mental health by recognizing stressors 
as positive.

Keywords :  collegiate athletes, mental health, competitive stressors, sense of coherence （SOC）
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Ⅰ　はじめに
　近年、大学生アスリートにおけるバーンアウトや学
習性無力感１）、抑うつ２，３）、うつ病を発症しての自殺既
遂４）といった精神健康問題が指摘されている。また、
大学生アスリートは、プロスポーツや企業スポーツ選手
と比較して周囲の健康管理体制が整っていないこと、自
身の心身の健康管理に対する認識が低いことが危惧され
ている５）。
　こうした大学生アスリートにおける精神健康の阻害要
因として、これまでに競技場面におけるストレッサー
（以下、「競技ストレッサー」とする）が指摘されてきた。
中島・山田２）は、競技成績が停滞していると感じてい
ない者は感じている者よりも抑うつや不満足感が低いこ
とを報告している。また、岡ら５）は、「大学生アスリー
トの日常・競技ストレッサー尺度」を用いて、日常場面
および競技場面における人間関係や競技成績、他者から
の期待やプレッシャーなどといったストレッサーの経験
が少なく嫌悪感が弱いほど、抑うつや不安、怒りといっ
た精神的ストレス反応が少ないことを報告している。
　一方で、アスリートの精神的問題は、「レベルアップや
人格的な成熟や強さを得るチャンスともなりうる」との
見方もある６）。また、ストレッサーへの対処法として、
ストレッサーになりうる問題やものごとに対し、「ものご
との明るい面を見るようにする」、「神様が自分に与えた
試練と受け止める」というように、自分自身の見方や考
え方を変える認知的対処が指摘されている７）。したがっ
て、大学生アスリートにとって、競技ストレッサーは認
知の仕方次第で、精神健康の阻害要因にも増進要因にも
なりうると考えられる。
　ストレッサー認知の仕方に関わる要因の一つとして、
「首尾一貫感覚（Sense of coherence: SOC）」８）があげ
られる。SOCは、自分が生活している世界に対する見
方、向き合い方、関わり方を表す概念であり、ストレス
フルな出来事や状況に直面させられながらも、それらを
成長や発達の糧としてとらえ、それらに上手く対処して
心身の健康を維持させる「ストレス対処力」とされるも
のである。SOCは、自分が曝されている、あるいは曝さ
れるであろうストレッサーについてある程度理解できる
という「把握可能感」、またストレッサーに対して適切
に取るべき対処行動を選択ができるという「処理可能
感」、さらにそのストレッサーおよびそれに対処したこ
とに意味を感じられるという「有意味感」の三つの感覚
から構成されている７）。すなわち、SOCが強い者はこれ
らの感覚に基づきストレッサーに対処できるため、心身
の健康を良好に保つことができるとされている。
　一方、これまでのSOCに関する実証研究では、大学

生アスリートに関してSOCが強いほどPOMS（Profile of 
mood states）得点が低く精神健康が良好で、日常的な
苛立ち事が少ないこと９）、また一般大学生に関しても、
SOCが強い者は弱い者と比べて主観的健康度が高いこ
と10,11）、バーンアウトレベルが低いこと12）、２ヶ月後の
精神的な症状が少ないこと13）、不機嫌・怒り感情や抑う
つ・不安感情が低いこと14）、が報告されている。また一
般大学生においてSOCが強い者は、ストレスを感じる程
度が少ないこと10,15）も報告されている。すなわち、SOC
が強い者は弱い者よりも、精神健康が良好であり、スト
レッサー認知が少ないことが明らかにされている。
　したがって、SOCが強い者はストレッサーに対して認
知的対処をすることで精神健康を良好に保つが、逆に
SOCが弱い者はストレッサーをそのまま阻害要因と認知
し精神健康が阻害されることが推測される。すなわち、
大学生アスリートのSOCのレベルによって、競技スト
レッサーと精神健康との関わり方が異なることが推測さ
れるが、実証検討はなされていない。
　そこで本研究では大学生アスリートを対象として、競
技ストレッサーと精神健康との関わり方が、SOCレベル
によってどう異なるかを明らかにすることにした。本研
究により、「ストレスフルな出来事や状況に直面させられ
ながらも、それらを成長や発達の糧としてとらえ、それ
らに上手く対処して心身の健康を維持させる」という
SOC理論を検証する知見が得られると考えられる。

Ⅱ　方法
１．調査対象と方法
　2012年５月ならびに６月に、国立某大学１校の体育系
学部で開講された１・２年生対象の授業の受講生435名
を対象に無記名自記式調査票による集合調査を実施し
た。本調査対象の所属する大学における運動部は、全日
本大学選手権や国際大会などの出場者や入賞者を有して
おり、競技レベルの高い集団である。
　各授業の終了後に調査票を配布し、対象者各自が調査
票に記入し、記入後に対象者本人によって糊付けできる
封筒に入れて提出してもらった。調査票の総配布数は
435部であり、回収数は423部（回収率97.2%）であった。
２．調査項目
１）属性
　「性別」「学年」「運動部に所属しているか」「所属部活動
名」の４項目を尋ねた。
２）精神健康
　「K6質問票日本語版」16）を用いて測定した。本尺度は、
一般住民を対象に、うつ状態や気分・不安障害などのあ
る者を把握するため、米国のKesslerらが開発した６項
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目のスクリーニング調査票をFurukawaらが翻訳したも
のである。６項目について「全くない」～「いつも」の
５件法で尋ね、それぞれに０～４点を付与した。した
がって得点範囲は０～ 24であり、合計得点が高いほど
精神健康が不良であることを表す。本対象者におけるク
ロンバックのα係数は0.85であった。
３）競技ストレッサー
　岡ら５）による「大学生アスリートの日常・競技スト
レッサー尺度」35項目のうち、競技ストレッサー 29項
目をとりあげ、それぞれの「経験頻度」を「全然なかっ
た」～「よくあった」の４件法で尋ね、０～３点に得点
化した。元版５）では「経験頻度」と「嫌悪度」を尋ね、
両者を掛け合わせて得点化しており、設問および得点化
方式が異なることから、今回、新たに因子構造を検討し
た。
　まず、29項目それぞれについて、天井効果と床効果を
検証したところ、全項目について天井効果はみられず、
床効果がみられた項目については、いずれも基準値の０
点に近い値であったため採択することにした。次に、因
子分析（主因子法プロマックス回転）を行い、因子負荷
量が0.40を下回った１項目を削除し、28項目について再
度因子分析（主因子法プロマックス回転）を行い、解釈
可能性から５因子を抽出した（表１）。第１因子には８
項目が含まれ、部活動の同級生や先輩・後輩に裏切られ
た感じがした、彼らと議論・対立・不和があった等の内
容であり、「人間関係」因子と命名した。第２因子には７
項目が含まれ、部活動の内容が面白くなかった、不満を
持った、競技を続けていく自信や意欲を失った等の内容
であり、「意欲喪失」因子と命名した。第３因子には５項
目が含まれ、練習や試合の努力・成果が同級生や先輩・
後輩および指導者から認められなかった等の内容であ
り、「周囲からの評価」因子と命名した。第４因子には５
項目が含まれ、両親や先輩・後輩、指導者から期待やプ
レッシャーを感じた等の内容であり、「他者からの期待・
プレッシャー」因子と命名した。第５因子には３項目が
含まれ、競技成績が伸びなかった、日頃の練習の成果が
あまりでなかった等の内容であり、「競技成績」因子と命
名した。
　各因子の得点範囲は、それぞれ「人間関係」が０～
24、「意欲喪失」が０～ 21、「周囲からの評価」が０～
15、「他者からの期待・プレッシャー」が０～ 15、「競技
成績」が０～９であり、それぞれ合計得点が高いほど、
各ストレッサーを多く認知していることを表す。本対象
者におけるクロンバックのα係数はそれぞれ、「人間関
係」が0.86、「意欲喪失」が0.88、「周囲からの評価」が0.85、
「他者からの期待・プレッシャー」が0.84、「競技成績」

が0.82であった。
４） 首尾一貫感覚（SOC）
　山崎による「日本語版SOC短縮版尺度」17）を用いて
測定した。13項目について７件法で尋ね、それぞれに１
～７点を付与し、13項目の合計得点を算出した。得点範
囲は13 ～ 91であり、合計得点が高いほど首尾一貫感覚
が強いことを表す。本対象者におけるクロンバックのα
係数は0.77であった。
　上記のK6尺度、SOC尺度については、すでに妥当性
が確認されている16,18）。また、競技ストレッサー尺度に
ついては、各因子とK6との相関係数を算出して併存的
妥当性を検討したところ、いずれも有意な正の相関を認
めた（r=0.13 ～ 0.37、「周囲からの評価」：p=0.031、その
他：いずれもp<0.001）。
３．倫理的配慮
　調査に先立ち、筑波大学体育系研究倫理委員会の承認
を受け、某大学体育系学部の授業担当教員に調査実施の
同意を得た。対象者に対しては、調査票のフェイスシー
トに研究の主旨説明およびプライバシーの保護、回答は
本人の自由意思に基づくものであること、回答拒否およ
び回答自体の中断が可能であること、協力しなくても不
利益がないこと、学業成績に影響を及ぼさないこと、調
査票の提出をもって調査協力に同意とみなす旨を明記す
るとともに、調査の際に口頭で説明した。
４．分析方法
　回収した423部について、全調査項目への回答が完全
な者のうち、運動部に所属しない者、および１・２年生
でない者を除く280名分（有効回答率66.2%）を分析対象
とした。本調査が１・２年生対象の授業の受講生を対象
としており、回答が完全かつ運動部に所属している３年
生以上の者が少数（３年生１名、４年生以上９名）であっ
たためである。
　分析対象者をSOC得点の33%ileおよび66%ileを基準
に、各群が近い人数になるよう３群化（低群：52点以
下、中群：53点以上59点以下、高群：60点以上）し、
各群でK6得点と競技ストレッサー各因子得点との関連
を、性別・学年を調整した偏相関分析により検討した。
　全ての統計解析にはIBM SPSS Statistics 17.0J for 
Windowsを用い、統計的有意水準は５%とした。

Ⅲ　結果
１．対象者の属性・K6得点・競技ストレッサー得
点およびSOC得点
　本対象者の性別内訳は男性188名（67.1%）、女性92名
（32.9%）であり、学年内訳は１年生151名（53.9%）、２
年生129名（46.1%）であった。また、本対象者の所属部
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表1　競技ストレッサーの因子構造

1 2 3 4 5
1 (α=0.86)

0.86 -0.05 -0.09 0.03 0.00 0.67

0.85 -0.09 -0.06 -0.01 -0.06 0.59

0.73 0.07 -0.18 -0.01 0.06 0.53

0.63 0.04 0.23 0.00 -0.09 0.55

0.56 0.13 0.09 -0.03 -0.04 0.43

0.56 0.04 -0.28 0.07 0.15 0.35

0.52 -0.11 0.12 -0.03 0.13 0.33

0.49 0.12 0.19 -0.17 0.02 0.40

2 (α=0.88)

-0.04 0.91 0.04 -0.07 -0.02 0.76

-0.09 0.84 0.07 0.02 -0.05 0.68

0.03 0.70 -0.09 0.04 0.07 0.53

-0.03 0.69 -0.02 0.09 -0.04 0.49

0.08 0.61 -0.12 0.06 0.16 0.49

0.05 0.57 -0.04 0.05 0.09 0.41

0.13 0.50 0.23 -0.08 -0.16 0.41

3 (α=0.85)

0.10 0.02 0.81 0.10 -0.10 0.75

0.15 -0.05 0.81 0.11 -0.08 0.75

-0.18 -0.05 0.71 -0.11 0.17 0.50

-0.16 -0.05 0.71 0.00 0.18 0.53

-0.05 0.20 0.57 -0.02 0.13 0.53

4 (α=0.84)

-0.03 -0.04 0.07 0.83 -0.07 0.66

-0.05 0.05 -0.06 0.75 0.03 0.57

-0.02 0.07 -0.04 0.74 0.05 0.60

-0.03 0.06 0.01 0.74 -0.10 0.57

0.14 -0.11 0.14 0.45 0.21 0.37

5 (α=0.82)

0.00 0.05 0.02 -0.03 0.87 0.79

-0.02 0.07 0.21 -0.02 0.61 0.55

0.17 -0.08 0.13 0.01 0.59 0.49

1 ― 0.49 0.39 0.29 0.29
2 ― 0.51 0.46 0.38
3 ― 0.28 0.41
4 ― 0.20
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活動は、陸上競技（53名、18.9%）、サッカー（45名、
16.1%）、硬式野球（31名、11.1%）の順に多かった（表２）。
　本対象全体の各尺度得点については、表３に示すとお
りであった。K6得点平均値（標準偏差）は5.3（4.5）、
中央値は4.0であった。K6得点は性・学年による有意差
を認めなかった（表４）。

　SOCレベル別（SOC得点の33%ileおよび66%ileを基準
に３群化）のK6得点および競技ストレッサー各因子得
点を表５に示す。SOCレベルが高いほど、精神健康が良
好であること、また競技ストレッサー認知が少ないこと
が認められた。

n (%)
53 ( 18.9)
45 ( 16.1)
31 ( 11.1)
20 ( 7.1)
16 ( 5.7)
15 ( 5.4)
14 ( 5.0)
13 ( 4.6)
13 ( 4.6)
12 ( 4.3)
9 ( 3.2)
7 ( 2.5)
6 ( 2.1)
4 ( 1.4)

3 ( 1.1)

3 ( 1.1)
3 ( 1.1)
3 ( 1.1)
3 ( 1.1)
2 ( 0.7)
2 ( 0.7)
1 ( 0.4)
1 ( 0.4)
1 ( 0.4)  

表2　本対象者の所属部活動

K6 5.3 ( 4.5) 4.0

8.7 ( 4.8) 9.0
8.8 ( 5.3) 9.0
4.8 ( 3.6) 5.0

5.0 ( 2.3) 5.0

SOC ) 57.0 (10.0) 56.0
)SOC

6.1 ( 3.8) 6.0

表3　本対象者の各尺度得点平均値(標準偏差)および中央値

 

( )

(n=188) 5.2 ( 4.6) 4.0
(n= 92) 5.5 ( 4.2) 5.0

1 (n=151) 5.2 ( 4.6) 4.0
2 (n=129) 5.4 ( 4.4) 5.0

Mann-Whitney U

p=0.312

p=0.515

 

表4　性別・学年別にみたK6得点

8.2 ( 4.5) 5.2 ( 3.9) 2.6 ( 3.0)
8.0 4.0 2.0 p<0.001

10.6 ( 4.8) 9.0 ( 4.4) 6.4 ( 4.4)
11.0 9.0 6.0 p<0.001

11.5 ( 5.3) 8.9 ( 4.6) 5.9 ( 4.5)
12.0 9.0 6.0 p<0.001

5.8 ( 3.8) 5.0 ( 3.6) 3.7 ( 3.0)
6.0 5.0 3.0 p=0.001

7.0 ( 3.8) 6.2 ( 3.8) 5.2 ( 3.7)
7.0 6.0 5.0 p=0.008

5.9 ( 2.2) 4.8 ( 2.3) 4.3 ( 2.3)
6.0 5.0 5.0 p<0.001

( )
1)SOC
2)Kruskal-Wallis
3)Bonferroni Mann-Whitney U

SOC 1) 2) 3)(n=89) (n=99) (n=92)

K6

表5　首尾一貫感覚レベル別にみたK6得点・競技ストレッサー因子 得点
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２．SOCレベル別にみたK6得点と競技ストレッ
サー得点との関連
　SOCレベル別に、性別・学年を調整してK6得点と
競技ストレッサー各因子得点との偏相関分析を行っ
た（表６）。その結果、偏相関係数の高い順に、SOC低
群（52点以下）では「人間関係」（r=0.404, p<0.001）、「競
技成績」（r=0.353, p=0.001）、「周囲からの評価」（r=0.278, 
p=0.009）、「意欲喪失」（r=0.277, p=0.009） が、SOC中
群（53点以上59点以下）では「意欲喪失」（r=0.295, 
p=0.003）、「他者からの期待・プレッシャー」（r=0.269, 
p=0.008）、「人間関係」（r=0.242, p=0.017）がK6得点と有
意な正の相関を認めた。すなわち、SOCレベルの低い者
および中程度の者は、これらのストレッサーを認知しな
い方が精神健康が良好であることが示された。一方、
SOC高群（60点以上）では、「周囲からの評価」とK6得
点との間に有意な負の相関（r=－0.219, p=0.038）が認
められた。したがって、SOCレベルの高い者は、「周囲か
らの評価」ストレッサーを認知する方が精神健康が良好
であることが示された。

Ⅳ　考察
　本対象者のK6得点平均値は、5.3（標準偏差4.5）であっ
た。先行研究によれば、わが国の一般大学生のK6得点
平均値は5.4（標準偏差4.5）であり19）、また大学生アス
リートとそうでない大学生との間に精神健康に差はない
ことが報告されている20）。したがって、大学生アスリー
トの精神健康はわが国の一般大学生と同レベルである可
能性が示唆された。
　また、首尾一貫感覚レベルが高い者ほど、精神健康が
良好であり、競技ストレッサー認知が少ないことが示さ
れた。先行研究から、大学生アスリートや一般大学生に
ついてSOCが強いほど精神健康が良好９-14）で、ストレッ
サー認知が少ないこと９,10,15）が示されており、本成績は

これらの知見を支持するものであった。
　次に、首尾一貫感覚のレベルにより精神健康と競技ス
トレッサーの関連がどのように異なるかについて考察す
る。
　まず、SOC低群では、「人間関係」が精神健康と最も
強い関連を示し（r=0.404）、次いで「競技成績」との関
連が強く（r=0.353）、すなわちこれらのストレッサー認
知が少ないほど精神健康が良好であった。したがって、
首尾一貫感覚が弱い大学生アスリートでは、部活動の友
人や仲間から批判されたり誤解をされたりした、議論・
不和・対立があった、裏切られた感じがしたといった人
間関係上のトラブルや、自分の記録や競技成績が伸びな
かった、競技における個人的な目標が達成できなかっ
た、といった競技成績に関するネガティブな認知が少な
いほど、精神健康が良好である可能性が考えられた。
　また、SOC中群では、「意欲喪失」が精神健康と最も強
く関連し（r=0.295）、次いで「他者からの期待・プレッ
シャー」との関連が強く（r=0.269）、すなわちこれらの
ストレッサー認知が少ないほど精神健康が良好であっ
た。したがって、首尾一貫感覚が中位のレベルの大学生
アスリートについては、部活動の内容が面白くなく、不
満であり、競技を続けていく自信や意欲を失ったといっ
た競技意欲の低下・喪失や、両親や指導者、先輩・後輩
など周りの人から期待やプレッシャーを感じるといっ
た、ネガティブな認知が少ないほど精神健康が良好であ
ることが示唆された。
　一方で、SOC高群では、「周囲からの評価」が精神健
康と最も強く関連しており（r=－0.219）、このストレッ
サーが多いほど精神健康が良好であった。すなわち、
SOCレベルが高い大学生アスリートについては、練習や
試合の努力・成果が同級生や先輩・後輩および指導者か
ら認められなかったという認知を多く有している者ほど
精神健康が良好であることが示唆された。したがって、

SOC )

p p p

0.404 <0.001 0.242 0.017 -0.120 0.261
0.277 0.009 0.295 0.003 -0.026 0.810
0.278 0.009 0.070 0.499 -0.219 0.038

0.353 0.001 -0.063 0.540 0.104 0.331
)SOC

0.2330.186 0.085 0.269 0.008 0.127

(n=89) (n=99) (n=92)

 

表6　首尾一貫感覚レベル別にみたK6得点と競技ストレッサー因子得点との関連
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首尾一貫感覚が強いアスリートは、努力や結果に対して
不十分な評価を受けると、それを「乗り越えるべき課題」
や「成長するチャンス」と捉え、精神健康の維持・増進
へとつなげる可能性が考えられた。中込６）は、競技ス
ポーツの世界は潜在的にストレスフルな状況にある一方
で、レベルアップや人格的な成熟や強さを得るチャンス
ともなりうると述べている。またAntonovsky21）の仮説
によれば、SOCが強い者はストレッサーとして受け止め
た刺激について、良性あるいは無関係なものとみなす傾
向が強いこと、また重荷としてよりも挑戦とみなす傾向
が強いとされており、本成績はこれらの仮説に整合する
結果であったと言える。
　本研究では、大学生アスリートにおいて、首尾一貫感
覚のレベルによって競技ストレッサーと精神健康との関
連がどう異なるかを実証検討し、首尾一貫感覚が強い者
は精神健康に関わる競技ストレッサー要因をポジティブ
にとらえて精神健康を増進させるが、逆に首尾一貫感覚
が弱い者は精神健康に関わる競技ストレッサー要因をネ
ガティブにとらえて精神健康を阻害する傾向にあること
を示した。しかし、本研究の限界と今後の課題として、
以下の点が挙げられる。第一に、本研究対象は一大学体
育系学部に所属する運動部員１・２年生であり、知見の
一般化には限界があるため、今後は他の大学、３・４年
生を含めた大規模調査を行う必要がある。第二に、本研
究は横断研究であるため、今後は縦断研究により競技ス
トレッサーと精神健康の因果関係を検証する必要があ
る。第三に、本研究では大学生アスリートを一括して取
りあげたが、より詳細に競技ストレッサーと精神健康と
の関連を検討する上では、競技レベルや種目などの競技
特性を考慮した検討が必要と考えられる。

Ⅴ　結論
　国立某大学１校の大学生アスリートを対象として検討
した結果、SOCのレベルによって精神健康に関わる競技
ストレッサーの内容は異なっていた。SOC低群では「人
間関係」および「競技成績」ストレッサー認知が、SOC
中群では「意欲喪失」および「他者からの期待・プレッ
シャー」ストレッサー認知が、それぞれ少ないほど精
神健康が良好であった。逆に、SOC高群では「周囲から
の評価」ストレッサー認知が多いほど精神健康が良好で
あった。
　したがって、首尾一貫感覚が強い者ほど競技ストレッ
サーをポジティブに認知して精神健康を促進する可能性
が示唆された。
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